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←猪苗代支援学校ＨＰ 

本校の様々な取り組みを発信してお

ります。 

 

https://inawashiro-sh.fcs.ed.jp/ 

発行所 

福島県立猪苗代支援学校 

969-3283 

耶麻郡猪苗代町大字長田 

字並柳西 3966-2 

TEL 0242(65)2151 

FAX 0242(62)5083 
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連
携
・
協
働
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令和６年度 学校経営・運営ビジョン 

←本校「note」アカウント 

児童生徒の取り組みや活動の様子を

中心に発信しております。 

 

https://inawashirosh-shs.note.jp/ 

 

 

 

「令和６年度入学式」 

２名の入学生を迎え、４月２３日（火）に小学部の「入学・進級おめでとう会」を実施しました。２年から６年生までの児童がそれぞれ

の学級で作った飾りを使って会場の準備をしました。２年生以上の進級した児童は、学年ごとに自己紹介をしたり、自分の好きな曲のダ

ンスを披露したり、得意なことを発表したりしました。１年生は緊張していた様子も見られましたが自己紹介の後、「ありがとうの花」を

歌い、歌を知っている子ども達も一緒に歌う場面がありました。今年度の小学部は９名でスタートしました。少人数ではありますが、共

に遊び、共に学ぶ環境の中で、元気な「いなっ子」として成長していきます。 

 

令
和
六
年
度
人
事
異
動
に
よ
り
、
校
長
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
渡
邊
幹
男
と
申
し
ま
す
。
転
入
し
た
八
名
の

教
職
員
共
々
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
に
は
平
素
か
ら
、
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
本
校
諸

活
動
を
陰
か
ら
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

様
、
地
域
の
活
動
に
お
い
て
物
心
両
面
の
御
支
援
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
後
援
会
の
皆
様
、
本
校
発
展
に

様
々
な
御
意
見
を
く
だ
さ
る
学
校
評
議
員
の
皆
様
に

は
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

さ
て
、
今
年
度
の
「
学
校
経
営
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
重

点
目
標
は
「…

地
域
の
人
的
・
物
的
資
源
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
を
通
し
て
、
協
働
的
な
学
び
、
探

究
的
な
学
び
の
充
実
を
図
る
」
と
し
ま
し
た
。
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
今
ま
で
以
上
に
重
視
し
、
児
童
生
徒
の
夢

の
実
現
に
資
す
る
授
業
・
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
の
課
題
や
注
目
す
べ
き
こ
と
を
学
び
の

教
材
と
と
ら
え
、
児
童
生
徒
同
士
が
対
話
を
し
な
が
ら
、

協
働
的
な
学
び
を
進
め
、
地
域
と
の
連
携
を
一
層
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
魅
力
的
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。 

 

最
後
に
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
も
、
教
職
員
に
と
っ
て

も
本
校
が
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
」
の
場
で
あ
る

よ
う
、
手
続
き
や
業
務
の
見
直
し
、
改
善
を
図
り
な
が

ら
、
児
童
生
徒
の
学
び
の
質
の
向
上
と
教
職
員
の
働
き

方
改
革
を
進
め
、
両
者
に
と
っ
て
過
ご
し
や
す
く
、
働
き

や
す
い
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
も
、
ど
う
か
猪
苗
代
支
援
学
校
へ
の
御
支
援

と
御
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

４月１８日（木）に中学部「新入生歓迎会」が行われました。新入生に楽しんでもらえるように、２，３年生でそれぞれ役割分担をし

て準備を進めてきました。当日は、３年生代表からの素敵な歓迎の言葉や、自分の特技を披露した個性豊かな自己紹介、そして風船リレ

ーで当たった人が質問に答える「爆弾ゲーム」など、楽しい催し物がいっぱい、笑顔もいっぱいの会となりました。緊張気味であった新

入生も大いに楽しむことができました。これから、たくさんの学習や体験を通し、友達同士で学び合いながら、みんなでステップアップ

できる一年を目指します。一人ひとりの良さを認め合う「チーム中学部」の結束力で学習活動を大いに盛り上げていきます。 

 

４月１７日（水）に５名の新入生を迎えて「高等部新入生歓迎会」を行いました。 

新しい学校生活が始まって１週間の慌ただしさの中でしたが、２、３年生からの歓迎の気持ちが込められた温かい歓迎会となりました。 

１年生は入場時に緊張している様子でしたが、生徒会長から「分からないときや困ったときは私たちに聞いてください。目標をもち一緒

にいろいろとチャレンジして楽しい学校生活を送りましょう。」と歓迎の言葉を受け、会の中でのお互いの自己紹介やレクリエーション

でのチームワークをきっかけに打ち解け合えたことで、終わる頃には全員が笑顔になっていました。1 年生からは教室に戻った後も「楽

しかった。」という声が聞こえていました。 

これから生徒２０名が協力し合ったり、思いを伝え合ったりして学校生活を送っていくための良いスタートの日となりました。 

「早く学校に慣れて、先輩や同級生と一緒

に楽しい学校生活を送れるようにがんばりま

す。」      （新入生代表あいさつ） 

 

「何か困ったことがあったら、いつでも声

をかけてください。私たちと一緒に充実した

毎日を過ごしていきましょう。」 

（在校生歓迎のことば） 

 

４月８日（月）に入学式があり、小学部に

２名、中学部に２名、高等部に５名の新入生

が入学しました。 

 

    猪苗代支援学校 令和 年度 学校経営・運営 ジョン

 ょうぶな体をつくろう
進んで学び行動しよう
みんなと 良くしよう

教 等  的な視点をもち、地域の人的・物的資源を積極的に取り入
れた授業 くりを通して、協働的な学び・探究的な学びの充実を図る。

夢 や   を  き 進  の 実 現  

重点目標

学校教育目標

教務部
児童生徒の学びの

 を  や地域に向
けて  して発信し
ます

  部
生きる力を育む教

 学習の  を大 
にした授業 くりを
 進します

生徒指導部
児童生徒が 共の 

 ーやきまりを り 
全を意 した行動を 
に けられるようにし
ます

  部
児童生徒一人一人

の  課題解 に向
けた取り組みを行い
ます

地域支援 ンター
地域との連携を め、はあと るタ ムや

校  の教育  の充実を図ります

  部
  体の活動を ー

ム ージ等で紹介して
地域 の 発を行い、
地域の方々の理解と協
力を得て、児童生徒の
活動を援 します

「地域で共に学び共に生きる」 「ウ   ー ン の実現」

中学部
 手の良さを認め

合い、思いやる言葉
 いで会話する力を
育てます

進 指導部
進 学習や進   を

充実さ 、  を見通した
進 意 の 発を行い、 
ましい   や職業 を育
成します

「地域との連携・協働」 「   の場面に  た活 」

小学部
学び合える場を

  し、言葉の力
を育てます

高等部
協働的な活動を取

り入れ、生徒が自ら
行動、発信する力を
高めます

児童生徒の生 と 全を
 ります
・  対 
・ 全・  教育の充実


